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平成１６年３月定例会では、
市長の施政方針に対して３月２
日と３月３日に６会派の代表質
問が行われ、４日には３人の議
員が個人質問を行いました。

自
民
党

市
民
ク
ラ
ブ

鳥インフルエンザなど市の対応は

水洗化普及員を置いてはどうか

市町村合併により中核市を目指しては

▼
▼

▼

食
品
安
全
基
本
法
で
は
、

食
の
安
全
に
つ
い
て
、
地

方
公
共
団
体
は
諸
条
件
に
応
じ
た

施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
、
食
に
か
か

る
問
題
が
多
発
す
る
中
、
畜
産
農

家
に
対
し
て
は
万
一
の
際
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
適
切

な
対
応
を
と
る
。
鶏
や
家
禽
（
か

き
ん
）
の
少
羽
数
飼
育
者
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入
防
止
の
指

導
、
早
期
連
絡
等
に
つ
き
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
情
勢
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。下

水
道
施
設
整
備
後
三

年
を
経
過
し
て
も
水
洗
化

し
な
い
家
庭
が
増
え
て
い
る
。
勧

奨
業
務
に
従
事
す
る
水
洗
化
普
及

員
を
置
い
て
は
ど
う
か
。
雇
用
の

促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

供
用
開
始
後
三
年
を
経
過

し
た
家
庭
に
は
、
個
別
訪
問

を
実
施
し
て
水
洗
化
の
お
願
い
を
し
て

い
る
。
平
成
十
六
年
度
か
ら
宇
治
市
水

洗
便
所
改
造
資
金
あ
っ
せ
ん
制
度
の
拡

充
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
普
及
員
を

雇
用
し
て
の
普
及
活
動
も
有
効
と
考
え

て
お
り
、
先
進
事
例
の
調
査
等
を
行
い

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

本
市
を
含
め
た
市
町
村
合

併
の
動
き
は
進
ん
で
い
な
い
。

都
市
の
事
務
権
限
を
強
化
し
、
住
民
に

身
近
な
行
政
を
行
え
る
人
口
三
十
万
以

上
の
要
件
を
満
た
す
中
核
市
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。多様

な
住
民
ニ
ー
ズ
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
対
応

す
る
有
効
な
方
策
の
ひ
と
つ
が
市
町
村

合
併
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
考
え
も
あ
り
、
市
民

や
議
会
の
総
意
等
を
十
分
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
新
た
な
状
況
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
を
基

に
積
極
的
に
議
論
を
進
め
た
い
。

問 問

答 問

答

答

日
本
共
産
党

宇
治
市
会
議
員
団

行政財産使用料のあり方は

増加する起債残高 市長の考えは

国民健康保険料の値上げに反対

▼
▼

▼

宇
治
久
世
医
師
会
、
宇

治
久
世
歯
科
医
師
会
の
事

務
所
は
、
う
じ
安
心
館
に
あ
る
が

宇
治
市
は
、
家
賃
も
敷
金
も
と
っ

て
い
な
い
。
行
政
財
産
な
の
に
長

期
間
貸
し
与
え
て
い
る
理
由
は
。

当
該
医
師
会
に
つ
い
て

は
、
保
健
予
防
行
政
を
は

じ
め
、
消
防
・
防
災
な
ど
と
緊
密

な
連
絡
を
前
提
と
し
て
業
務
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

政
策
的
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
判

断
し
て
事
務
室
の
使
用
料
を
全
額

免
除
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宇
治

市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
に
基
づ

く
措
置
で
あ
る
。

本
市
の
起
債
残
高
は
平

成
十
四
年
度
末
ま
で
の
八

年
間
で
、
一
・
三
八
倍
に
増
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
財
政
悪
化
が

後
々
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
す
る

の
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考
え
は
。

地
方
債
増
加
の
原
因
は
、

減
税
に
よ
る
税
収
の
減
収

を
補
う
減
税
補
て
ん
債
と
交
付
税

の
不
足
額
を
補
て
ん
す
る
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
。
市
民
一
人
当
た
り
の
地

方
債
は
、
府
下
平
均
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
が
、
財
政
運
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
一
層
効
果
的
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

国
民
健
康
保
険
は
、
零

細
事
業
者
な
ど
が
対
象
で

あ
る
か
ら
、
保
険
料
の
値
上
げ
は

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
大
不
況
の

今
こ
そ
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
増

や
し
て
値
上
げ
は
や
め
る
べ
き
だ
。

国
民
健
康
保
険
は
、
一

定
特
別
会
計
事
業
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
た
め
、
一
般
会
計
、

す
な
わ
ち
税
か
ら
の
多
額
な
支
援

は
な
じ
ま
な
い
。
税
金
の
投
入
に

は
慎
重
な
市
民
合
意
が
不
可
欠
で

あ
る
。
十
六
年
度
も
、
一
億
二
千

七
百
万
円
余
り
の
特
別
繰
り
入
れ

を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

の
繰
り
入
れ
は
困
難
と
考
え
る
。

問問 答答

答 問

民
主
市
民
ネ
ッ
ト

本市道路網の現状、整備は

子育て支援施策の充実強化を

高齢者に対する施策の展開は

▼
▼

▼

本
市
を
取
り
巻
く
幹
線

道
路
網
整
備
の
現
状
、
各

事
業
の
進
み
ぐ
あ
い
、
さ
ら
に
生

活
周
辺
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。京

滋
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

な
ど
、
幹
線
道
路
網
は
飛

躍
的
に
向
上
し
た
。
木
幡
交
差
点

な
ど
の
交
差
点
改
良
に
加
え
、
宇

治
槇
島
線
の
先
線
に
つ
い
て
も
、

京
滋
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

を
視
野
に
入
れ
、
整
備
し
た
い
。

生
活
に
直
結
し
た
道
路
に
つ
い
て

も
拡
幅
や
歩
道
の
設
置
な
ど
安
全

施
設
整
備
に
取
り
組
み
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
も
念
頭
に
置
き
、
安
全

で
快
適
な
道
路
整
備
に
努
め
た
い
。

少
子
化
社
会
に
対
応
し

た
総
合
的
な
子
育
て
支
援

施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
主

な
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
な
ど
基
本
的
な
考
え
方
は
。

宇
治
市
児
童
育
成
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
親
子
の

遊
び
場
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
宇
治
駅
前
に
夜
間
の
延
長
保
育

や
一
時
保
育
も
行
う
公
設
民
営
型

の
保
育
所
も
新
設
し
た
。
今
後
も

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

本
格
的
な
超
高
齢
社
会

を
前
に
、
介
護
予
防
が
最

重
要
施
策
と
考
え
る
。
第
二
の
社

会
参
加
を
志
向
す
る
高
齢
者
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
施
策
の
展
開
を

考
え
て
い
る
の
か
。

高
齢
世
代
を
第
二
の
現

役
世
代
と
と
ら
え
る
新
し

い
高
齢
者
像
を
模
索
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
社
会
参
加
を

求
め
る
高
齢
者
の
起
業
や
、
特
技
、

専
門
性
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
組
織
化
等
へ
の
多
様
な
支
援

策
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

問問 答答

答 問

公
明
党

宇
治
市
会
議
員
団

行革推進のため改革チーム設置を

小中一貫教育に進むべきでは

小学校英語必修化に向けて検討を

▼
▼

▼

行
政
改
革
の
な
お
一
層

の
推
進
を
図
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
市
長

を
本
部
長
と
す
る
改
革
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
は
。
ま
た
、
税
金
の
む

だ
一
掃
宣
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
市
長
を
本
部
長

と
す
る
宇
治
市
行
政
改
革

推
進
本
部
を
設
置
し
て
い
る
。
税

金
の
む
だ
一
掃
宣
言
に
つ
い
て
は
、

常
々
、
一
円
の
税
金
で
二
円
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
と
職
員
に
伝
え
て

い
る
。
行
政
の
む
だ
を
省
く
行
革

に
最
大
限
の
努
力
を
し
、
不
退
転

の
覚
悟
で
実
施
し
た
い
。

基
礎
学
力
の
向
上
研
究

開
発
事
業
が
広
野
中
学
校

区
、
東
宇
治
中
学
校
区
で
実
施
さ

れ
、
大
い
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

今
後
、
小
中
一
貫
教
育
に
進
む
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
構
想
は
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
基
礎
学
力

向
上
研
究
開
発
事
業
は
、
小
中
連

携
の
教
育
を
進
め
学
力
向
上
に
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
義
務

教
育
九
年
間
を
見
通
し
た
小
中
一

貫
教
育
は
、
先
進
地
の
取
り
組
み

や
国
・
府
の
動
向
も
踏
ま
え
、
制

度
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
も
今
後

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
二
十
一

世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

国
際
共
通
語
と
し
て
英
語
能
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
小
学
校
英
語
の

必
修
化
が
望
ま
れ
る
が
、
見
解
は
。

今
年
度
中
に
文
部
科
学

省
内
に
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
に

一
定
の
方
向
性
が
出
る
予
定
で
あ

る
。
現
在
、
本
市
で
は
定
期
的
に

外
国
人
英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）

を
各
小
学
校
に
派
遣
し
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
英
語
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
小

学
校
の
英
語
活
動
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問問 答答

答 問

平
成
十
六
年
二
月

５
日

議
会
運
営
委
員
会

10
日

議
会
運
営
委
員
会

12
日

本
会
議
（
臨
時
会
）

16
日

議
会
運
営
委
員
会

20
日

議
会
運
営
委
員
会

23
日

本
会
議
（
招
集
・
提
案
説

明
等
）

各
派
幹
事
会

25
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
議
案
審
議
・
委

員
会
付
託
等
）

全
員
協
議
会

予
算
委
員
会

委
員
長
会
議

三
月

２
日

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
・
議

案
審
議
）

各
派
幹
事
会

５
日

総
務
常
任
委
員
会

８
日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

９
日

市
民
環
境
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

10
日

予
算
特
別
委
員
会

11
日

予
算
特
別
委
員
会

12
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
議
案
審
議
）

各
派
幹
事
会

15
日

予
算
特
別
委
員
会

16
日

予
算
特
別
委
員
会

17
日

予
算
特
別
委
員
会

18
日

予
算
特
別
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

24
日

予
算
特
別
委
員
会

29
日

議
会
運
営
委
員
会

30
日

本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

各
派
幹
事
会


